
 

2013年 12月 4日/千葉大学附属図書館 I棟 1階コンテンツスタジオ 

2013年度アカデミック・リンク・セミナー(第 4回) 

「教材作成支援の最前線」参加者アンケート集計結果 

当日参加者数：25 名    アンケ－ト提出数： 20件 

--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
 千葉大学アカデミック・リンク・センターでは、「生涯学び続ける基礎的な能力」「知識活用能力」を持つ『考える学生』を育成

することを目的とし、デジタル時代における大学の学習教育環境の改革に取り組んでいきます。今後の活動のために、本日のセミ

ナーに参加されたご意見・ご感想をお寄せください。 
１．本日のセミナーで、よくわかったこと、新しい発見などがあればお書きください。 

 
２．本日のセミナーで、よくわからなかったこと、疑問に残ったことがあればお書きください。 

・著作権処理の重要性・問題点（特に電子化に伴う）が、良くわかった。 
・教材作成と著作権の関係がよくわかった。 
・CLRとコンソーシアム化への動きについて概ねわかり、ありがとうございました。 
・著作権処理が教材を作成する場合、大きな障害になるのだとよくわかった。 
・九州大学のご説明で引用について興味深かった。 
・教材という課題について、初めてお話を聞かせていただき、電子化の進んでいくのがスムーズにようやくな

ってきたのかな？と感じました。 
・デジタル教材のレベルはどうなのか？と新たな疑問も生まれました。 
・教材を作るテクニックやアプリのサポート的なイメージをしていたのですが、もっと深く問題の大きい著作

権や流通の仕組みのサポートに取り組んでいるということを理解しました。 
・著作権の処理、CLR。 
・これからの教材の方向性がよくわかった。 
・教材作成にあたっての課題が良く分かりました。 
・これから教材の公開を前提に準備作業を進める予定です。現在思いつく課題以外にも多くの注意点があり参

考になりました。 
・電子教材開発に著作権の問題が深く関係すること。 
・ハイブリッドで理想の教材ができれば、これからの学生にとって本当に幸せなことだと感じました。また全

学で支援する取り組みになればよい（なるべき）と思います。 
・教材を取り巻く状況や抱えている課題について再確認できた。 
・ローカルレベルでの努力の大変さが再確認できた。 
・九州大学の取り組み（センターの内容等）は本学の今後にも参考になりそうでお話を聞けてよかった。 
・大変進んでいるのに驚きました。自館では何がネックになっているかよくわかりました。 
・大学教材の課題について理解を深めることができた。 
 
 
 
 ・初めてのことなのでこんな世界もあるんだという感じです。図書館として関わっているようですが、その中

での司書の位置づけはあまりないようですね。 
・広く大学で使われる教材が他大学の先生が利用するのかが疑問である。それぞれの先生が使用する教材は日々

進化していくので、ある一定時の教材でしかないように思う。 
・デジタル教材が世界レベル（日本レベル）にはなりうるのか？各大学、各先生のみに、ならないようにする

ことは可能か？ 
・例えばアメリカの小学校の理科のデジタル教科書のようになるのか？           (次頁に続く) 

 



 
３．今後もアカデミック・リンクではセミナーやシンポジウムを企画していきます。そこで、取り上げてほし

いテーマや講師があれば、お書きください。 

 
４．本日のセミナーの内容について等、その他、自由にご意見をお書きください。 

 
５．次の（１）、（２）について、該当するものに○をつけてください。 

 （１） a.学外から参加 16名  b.学内からの参加 4名 

 （２） a.学生 0名 b .教員 2名   c .大学職員(図書館職員を除く)3名   d.図書館職員 5名 

 e. 出版関係 0名  f.その他 7名 無回答 3名 

６．セミナーを何で知りましたか？ 

    a.Web(アカデミック・リンク・センター) 5名b. Web（図書館）0名c.Web（千葉大学）1名 

  d.図書館内電子掲示  0名e.ポスター 0名 f.センターからのメール 6名 g. Facebook・Twitter0名  

  h.その他 6名(図書館協会、同僚など）無回答 2名 

 

千葉大学 アカデミック・リンク・センターでは、セミナーの開催や関連する情報を提供しています。これらの

情報を希望される方は、お名前・ご所属・メールアドレスをご記入ください。（既に登録されている方は引き

続きお届けしますので、空欄で結構です） 

お名前：（                                    ） 
ご所属：（                               ） 
電子メールアドレス： □申込時に申請したもの □それ以外（                  ） 

ご協力ありがとうございました。 
※7名が新規に継続的な情報提供を希望 

 

・電子書籍、デジタル教材と図書館との関係、空間との関係について聞かせていただきたい。学部によっても

違うと思うので、大学内での差等を知りたい 
・アクティブラーニング導入後の成果、事例紹介。 
・学会発表のプレゼンテーション 

・著作権処理について、前途多難と思います。これからだと思いますが、道筋が見えればと感じました。 
・使う立場から言うと、めんどうな著作権処理をできるだけ簡素化して使いたいコンテンツを自由に使えるよ

うになるのが望ましい。今回の話題にあったような方策をどんどん進めていただきたい。 
・参考になりました。ありがとうございました。 
・視点が違って両者のお話とも面白かったです。 
・もう少し長くても（一人４５分～６０分くらい）でも良かったのではないか。 
・最新情報を得ることができ、大変ためになった。 
 
 

・授業で用いているスライドのテキスト化への具体的プロセス 


